
【開催日時】 ９月１1日（水）午後６時３０分～８時１０分
【開催場所】 春日小学校 地域連携室2
【主な協議内容】

１ １学期末学校評価について
２ ２学期の学校支援・地域連携について
（１）２学期以降の支援要望
（２）春日中学校区あいさつ運動
（３）子ども祭り 一品バザー

３ 春日小学校業務改善の取組について
４ その他

1 １学期末学校評価について ※委員からの意見等（概略）
【心づくりにかかる評価について】

・子どもたちの自己評価を見ると、決められた時刻の就寝・起床ができていない子が多い
実態がうかがえる。PTAでも呼び掛けるが、学校からも保護者への啓発に努めてほしい。

・メディアについても同様、「家の人と約束を決めましょう」だけではなく、どのような約
束を決めたのかを問うくらいでもよいと思う。

・「あいさつ」については、子どもたちの自己評価はよくなっているが、実態としてはまだ
まだだと思う。元気なあいさつができるようになってほしいと思う。

・「あいさつしましょうね」と言う大人自身がしっかりとあいさつすることができないのが
問題である。基本は家庭にあることをもっとアピールしなくてはならない。

・青少年育成会議としてものぼり旗を立ててあいさつ運動に取り組むが、それ以上に普段か
らの心掛けが必要である。PTAでもいろいろな角度から進めていきたい。

【子どもたちの自己評価アンケートについて】

・アンケートの集計結果は、中・高学年には示した方がよいと思う。健康・体力づくり、生
活習慣改善等に子どもたちが自発的に取り組む機会としていくべきではないかと思う。

【生活リズムについて】

・メディアについての時間制限（2時間）については、メディ
ア以外のことに子どもがいかに夢中になれることを見い出
せるか、また大人が準備することができるかが大切ではな
いかと感じている。子どもがというよりも、大人がやらな
くてはならないことが増えてきていると思う。
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・夏休み中に岩木1丁目町内会館を子どもたちに開放した。初めは周知がうまくいかず、利
用者が少なかったが、だんだんと増えてきた。宿題をする時間を1時間程度確保し、他の
時間は大人が見守る中での自由に過ごす時間として活動させた。

【学びづくりにかかる評価について】

・「なぜ間違えたのか、分からないまま」ということがなくなるように適切な指導をしてほ
しいと思う。そのためにも低学年からの声掛けや問い掛けが重要であると思う。
・「はい」「いいえ」の答えしかない発問（問い掛け）の仕方はだめである。繰り返し職員
にも伝えてきているが、授業改善の一環としてもさらに充実させていく。［学校から］

２ ２学期の学校支援・地域連携について

・春日中学校区あいさつ運動が行われる。10月10日（木）は、
上越市一斉に取り組むことであいさつについての機運を盛
り上げるきっかけとしたい。また、地域交流の一環として
も取り組んでいる内容でもある。ぜひ協力をお願いしたい。

３ 業務改善についての取組について

・業務改善については、「あれもやめる。これもやめる。」ということではない。常に改善
の意識をもち続けることが大切である。特に、困っている子ども、苦しんでいる子どもの
ために力を注ぐことのできる体制づくりを行っていきたい。［学校から］

・業務改善の取組は、学校だけで進めることはできない。保護者との関係性を崩さないよう
に丁寧に進めていきたい。［学校から］

４ その他

【家庭と学校との連携について】

・別の会合に参加した時、「高校生の引きこもり」についてが話題となった。どのように対
応したらよいかの議論では、早め、早めの対応が大切であることが話題となった。今後、
さらに中学校、小学校の負担が増えていくのが心配だと感じた。

・様々な問題をどこで引き受けたらよいのか、地域代表として考えるべき課題だと思う。

連絡・報告事項

【新潟県学校運営協議会研修会報告（参加した委員から）】

・７月18日（木）妙高市新井ふれあい会館にて全県から200名近くの参加があった。妙高市
の取組発表では、妙高型 CS について紹介された。地域・家庭・学校が子どもを中心にし
てつながり合う仕組みづくりをしていこうという視点が参考になった。

【今後の会議予定】

◎春日中学校区三校合同学校運営協議会開催日 12月18日（水）
◎春日小学校第３回学校運営協議会開催日 令和２年２月19日（水）


